【スーパーマーケット業】
職種：店舗管理     職務：店舗運営 （スーパーバイザー）
【概要】
本部方針に基づき、 店舗の経営指導・監督などの店舗運営を行う仕事。
【仕事の内容】
店舗運営の仕事は、営業方針の策定、店舗予算の策定・管理、店舗の経営指導・監督、販売動向管理等に大別される。
営業方針の策定とは、店舗の営業方針や施策を立案・実施し、その評価を行うことである。店舗予算の策定・管理とは、 担当部門の予算策定や業績管理など、資金面での経営資源を適切にマネジメントすることである。店舗の経営指導・監督とは、企業方針に基づき、担当店舗の経営指導全般を企画・遂行することである。販売動向管理とは、商品の販売動向を常時把握し、必要に応じて的確な販売対策を企画・実施して、その評価を行うことである。
店舗運営は、各店舗をスーパーバイズ（監督・管理）する立場の仕事であり、リーダーシップを発揮して本部方針を各店舗に浸透させるとともに、 ストアマネジャーからの日々の要請に的確に応え、 現場の問題解決を支援していく役割が求められる。
【求められる経験・能力】
（１）顧客のニーズに応える商品を提供するため、情報をタイムリーに幅広く収集し、
ＣＳ（顧客満足） を高めるための情報探求力が求められる。 また、 地域社会の安
全や繁栄に貢献するための施策等を把握し、それらを実行する能力も必要である。
（２）社員の協力を得ながら業務を進めることが必要なため、ＥＳ（従業員満足）を高めるための工夫など組織と人に関するマネジメント能力が必要である。また、対外折衝に関する高い能力が求められる。
（３）職業人としての社会的責任を自覚し、 誠実かつ公正に職務を遂行する能力と取組姿
勢が要求される。また、食品中心の商品を取り扱うことから、食の安全・安心に関
する知識が必要であるとともに、 クレームやトラブルに誠実に対応でき、非常時に
も的確に対応できる能力が必要である。
（４） 店舗運営に関する幅広い知識・経験が求められる仕事であり、 店舗予算の策定と
管理、店舗の経営指導・監督、営業方針の策定、販売動向管理などについて、高い
能力が求められる。
【関連する資格 ・ 検定等】
    販売士１級（日本商工会議所・各地商工会議所）
【厚生労働省職業分類（小分類） との対応】
０７１   食品開発技術者   ２８１   営業・販売事務員
２８９   その他の営業・販売関連事務の職業
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